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この資料について

• 事業計画書というと収支計画をイメージする方が多いが、事業再構築補助金の申請時のように、新規事業を行う場合は新規の
戦略（事業全体設計）が必要です。

• そのため、事業再構築補助金の申請のための事業計画書には、戦略的な要素を組み込んだうえで、それを実現する計画をまと
めます。

• 採択のポイントになるのは、市場ニーズをちゃんと調査したかどうかです。しかし、一般的に市場調査には高額な費用が掛か
ります。

• そのため、当社では簡単で安価なGoogle検索キーワードを使った市場調査手法を推奨しています。

• また、事業成功のためのポイントとして、既存事業とのシナジー（相互作用）があることも重要です。そのため、出来る限り
既存事業への短期的なプラス効果を見込んだ資産を獲得しましょう。

• 一方で、シナジーのある投資は、既存事業への投資であるとみなされる場合があります。

• そうならないように、アンゾフのマトリクスを使って、新規性を明確にしましょう。

• １枚で示されている内容を２枚で表現するなど、スライドの枚数は変えても良いですが、提出時には１０ページ、もしくは１
５ページ（補助額による）という制限があるため、パワーポイントなら１ページ２スライド付けでPDF化するなど工夫しま
しょう。



会社と事業の紹介

•沿革、資本金、体制、設備や資産、業績推移など、事業の内容
と現在の課題がわかるように



マクロ環境分析（PEST）

•マクロ環境の状況、大きく変化したことの中で、これから説明
する新規事業に大きく影響するものに触れておく



市場分析

•市場
• 当社は、ここでGoogle検索キーワードのデータを基にしたキーワード
分析を紹介し、ニーズとその規模を根拠として示す

• 合わせて、CGC（Yahoo！知恵袋など）についても調査する



競合分析

•競合
• 検索上位に出てくる競合の比較表をつくる

• 比較項目は、新規事業で提供する価値のもとづく



自社分析

•自社
• 自社の強み、特徴をまとめる

• 客観性があった方が良い



クロスSWOT分析

• 外部環境と自社環境の両面から考えて、戦
略の案を整理

• 中からもっともよいと思われる案をピック
アップして深く検討

• すべてのパターンを網羅するわけではなく、
選別したものをわかりやすくまとめるため
のフレームワーク

• SWOTの書式は考え方の流れはわかりやす
いが、無理に当てはめようとすると結論と
しての戦略がわかりづらくなることもある
ため、この書式にこだわる必要はない



新規事業案

•調査分析を踏まえて、「こんなことが出来たら」をまとめる

•社会貢献性、スケーラビリティーを訴求する

•最終的には、国は補助金を税金で回収する

•たくさん税金を回収できそうだ、というイメージを伝える



新商品・サービスの紹介

•新らしい商品、サービスの具体的なイメージを説明

•商品・サービス提供の流れを図示するとわかりやすい



アンゾフのマトリクス

•既存事業にもシナジーが生まれる資産の獲得に対して、補助対
象から外されないようにするためのスライド

•新規事業の新規性を明確に伝え、獲得資産が明らかに新規事業
に必要であるということを伝える



獲得すべき資源

•新規事業を実現するために必要なもの、ことを列挙

•それぞれの獲得費用も



補助内容をまとめる

•前ページの資源のリストを、補助金の補助経費の分類に沿って
まとめなおす。

•経費とそのうちの補助額を表にする



実施体制

•誰が何をやるか

•専門家経費が必要な場合は、その協力会社についても示すとわ
かりやすい



大まかなスケジュール

•事業完了までのスケジュール

•概ね一年間



収支計画

•５年分

•事業再構築補助金の要件で求められる収益増加が見込めるとい
うことを示す

•サービスの場合、担当する従業員一人当たり1か月でどのくら
いの金額を稼げるかを書く

•収益は従事する人数に比例する
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